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カレント寄稿

カ
レ
ン
ト
寄
稿

吉よ
し

村む
ら

　
和か

ず

就な
り

（
グ
ロ
ー
バル
ウ
ォ
ー
タ・ジ
ャ
パン 

代
表

国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構・技
術
普
及
委
員
長

日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム 

理
事

）

地
球
温
暖
化
と

水
系
伝
染
病
の
増
加

１
．
現
場
の
状
況

　

天
草
市
の
人
気
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、
真
夏
に
な
る
と
１
０
０
人
以
上
の
人
々
が
涼
を
求

め
、
水
遊
び
を
す
る
轟
の
滝
で
何
が
起
き
て
い
た
の
か
？
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
取
材
班
が
現
地
の

被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
①
８
月
か
ら
高
温
が
続
き
、
川
の
水
が
少
な
く
、
ま
た
滝
の

水
が
よ
ど
ん
で
い
た
。
②
滝
に
入
っ
た
と
き
、
い
つ
も
よ
り
ぬ
る
い
と
思
っ
た
、
③
上
流
に

は
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
が
出
没
し
糞
も
多
い
、
④
水
遊
び
の
３
日
後
か
ら
下
痢
や
嘔
吐
が
始
ま

り
、
遊
ん
で
い
た
７
人
全
員
が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
。

　

熊
本
県
は
「
水
遊
び
や
遊
泳
を
控
え
る
」
よ
う
に
看
板
を
設
置
（
８
月
18
日
）
す
る
と
共

に
水
質
検
査
を
始
め
た
。
熊
本
県
は
８
月
27
日
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
可
能
性
が
高
い

と
す
る
調
査
結
果
を
発
表
し
た
が
、
川
で
採
取
し
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
情
報
と
、
罹

災
者
か
ら
採
取
し
た
遺
伝
子
情
報
と
異
な
っ
た
例
が
み
ら
れ
、
県
は
さ
ら
に
原
因
調
査
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
．
水
系
伝
染
病
と
は

 　

W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
の
定
義
で
は
水
系
感
染
症
（W

aterborne D
isease

）
と
も

　

熊
本
県
天
草
市
の
轟
と
ど
ろ
きの
滝
で
、
水
遊
び
を
し
て
い
た
高
校
生
７
人
、
３
日
後
（
２
０
２
４

年
８
月
16
日
）
全
員
が
嘔
吐
・
下
痢
の
病
状
を
発
病
し
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
が
、
そ

の
後
も
滝
遊
び
を
し
て
い
て
体
調
不
良
を
訴
え
た
人
が
増
え
続
け
１
２
０
人
以
上
と
な
っ
た
。　
　

　

こ
の
件
に
関
し
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
「
め
ざ
ま
し
８
」（
８
月
22
日
、
生
放
送
）
に
呼
ば
れ
た
筆

者
は
、
水
系
伝
染
病
の
可
能
性
が
あ
り
、
上
流
、
滝
つ
ぼ
な
ど
の
水
質
検
査
を
早
急
に
行
い

公
表
す
る
こ
と
。
ま
た
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
全
国
的
に
河
川
水
、
沼
地
、
地
下
水
の
水

温
上
昇
が
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
滝
で
の
水
系
伝
染
病
の
事
例
は
、
熱
帯
化
す
る
日

本
の
各
地
で
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
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病原性　レプトスピラ
（国立感染症研究所HPより）

排
泄
物
（
糞
）
の
他　

野
生
動
物
、
イ
ノ
シ
シ
、
鹿
、
キ
ツ
ネ
な
ど
の
糞
尿
な
ど
で
あ
る
。

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
力
も
強
い
。
大
腸
菌
に
つ
い
て
下
水
処
理
場
か
ら
の
放
流
基
準
は
、

１
mL
中
に
大
腸
菌
３
，０
０
０
個
以
下
（
人
体
に
影
響
を
与
え
な
い
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

③
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
デ
ウ
ム
原
虫

　

塩
素
で
死
滅
し
な
い
ク
リ
プ
ト
原
虫
に
よ
る
集
団
感
染
は
１
９
９
３
年
、
米
国
の
ミ
ル

ウ
ォ
ー
キ
市
で
水
道
施
設
の
不
備
で
、
市
民
１
６
０
万
人
の
内
４
０
万
人
が
感
染
（
下
痢
や

腹
痛
、
嘔
吐
）
し
、
４
千
人
が
入
院
、
そ
し
て
４
０
０
人
が
死
亡
し
た
こ
と
で
世
界
的
に
有

名
に
な
っ
た
。
日
本
で
も
埼
玉
県
越お

ご
せ生

町
で
の
集
団
感
染
（
８
，８
０
０
人
、
１
９
９
６
年

５
月
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
厚
生
省
は
「
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
デ
ウ
ム
対
策
指
針
」

を
全
国
の
水
道
事
業
者
に
通
達
し
、
水
道
水
の
膜
処
理
プ
ロ
セ
ス
が
多
く
の
自
治
体
で
採

用
さ
れ
た
。

 　

勿
論
、
そ
の
他
に
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
菌
、
ジ
ア
ル
ジ
ア
、
赤
痢
ア

メ
ー
バ
ー
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、今
後
の
熊
本
県
に
よ
る
追
跡
・
分
析
結
果
を
待
ち
た
い
。

呼
ば
れ
、
毎
年
世
界
で
約
１
８
０
万
人
が
死
亡
。
そ
の
88
％
は
、
途
上
国
に
お
い
て
衛
生
学

的
に
安
全
で
な
い
水
の
摂
取
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
近
代
水
道
が
普
及
す

る
以
前
に
は
、
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
が
蔓
延
し
、
多
く
の
犠
牲
者
（
明
治
19
年 

コ
レ

ラ
死
者
は
約
10
万
人
）
が
出
た
。

　

衛
生
状
態
が
世
界
で
も
誇
れ
る
状
態
の
日
本
で
起
き
た
今
回
の
事
例
は
、
医
療
や
水
関
係

者
に
驚
き
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。

 　

筆
者
が
番
組
で
感
染
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
水
系
伝
染
病
の
種
類
は

①
細
菌
「
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
」

　

こ
れ
は
動
物
の
排
泄
物
に
潜
む
細
菌
が
水
や
土
壌
を
通
じ
て
人
に
感
染

す
る
。
潜
伏
期
間
は
３
～
14
日
間
で
、
嘔
吐
・
悪
寒
・
高
熱
・
筋
肉
痛
な

ど
を
起
こ
す
。

②
病
原
性
大
腸
菌
（
特
に
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
）

　

た
と
え
ば
O-

１
５
７
や
O-

１
１
１
等
の
場
合
は
35
～
40
℃
で
最
も
増
殖
が
活
発
に
な

り
、
20
℃
前
後
の
気
温
で
は
長
期
間
生
存
が
可
能
で
あ
る
。
汚
染
源
は
動
物
（
牛
や
馬
）
の
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都
市
部
で
は
線
状
降
水
帯
の
増
加
な
ど
で
合
流
式
下
水
道
（
雨
水
と
汚
水
が
同
じ
管
で
流
れ

る
）
が
溢
れ
、
危
険
性
が
増
加
し
て
い
る
。

③
生
態
系
の
変
化

　

地
球
温
暖
化
に
よ
り
新
た
な
生
物
種
や
病
原
菌
が
生
ま
れ
、
水
系
に
入
る
こ
と
で
新
た
な

感
染
を
引
き
起
こ
す
、
ま
た
温
暖
化
に
よ
り
生
物
多
様
性
が
失
わ
れ
病
原
体
の
伝
搬
を
加
速

す
る
恐
れ
も
あ
る
。

④
人
間
の
活
動
リ
ス
ク
増
大  

　

温
暖
化
に
よ
り
人
々
の
生
活
様
式
や
農
業
や
工
業
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
な
ど
が
変
化
し
、
さ

ら
に
衛
生
環
境
が
悪
化
す
る
こ
と
に
よ
り
免
疫
の
弱
い
高
齢
者
や
幼
児
へ
の
病
気
の
影
響
を

高
め
る
要
因
と
な
る
。

さ
い
ご
に

　

で
は
、
私
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
。
即
効
性
の
あ
る
対
策
は
難
し
い
が
、
現
在
進

行
中
の
気
候
変
動
へ
の
対
応
策
や
適
応
策
の
加
速
、
上
下
水
道
や
排
水
処
理
施
設
の
水
質
管

理
の
徹
底
、
水
系
伝
染
病
に
対
す
る
衛
生
教
育
の
充
実
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。

３
．
地
球
温
暖
化
と
水
系
伝
染
病
の
増
加

　

地
球
温
暖
化
と
水
系
伝
染
病
の
関
係
は
非
常
に
密
接
で
、
い
く
つ
か
の
要
因
が
挙
が
ら
れ

て
い
る
。

①
気
温
上
昇
と
微
生
物
の
増
殖

　

気
温
が
上
昇
す
る
と
水
温
も
上
が
り
特
定
の
病
原
菌
（
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
）
が
繁

殖
し
や
す
い
環
境
が
整
う
。
ク
イ
ズ
番
組
で
よ
く
出
る
問
題
「
１
年
間
で
最
も
人
類
を
殺

し
て
い
る
虫
は
？
」
の
答
え
は
蚊
、
特
に
熱
帯
・
亜
熱
帯
に
生
息
す
る
マ
ラ
リ
ア
蚊
で
す
。

W
H
O
の
報
告
で
は
２
０
２
１
年
、
マ
ラ
リ
ア
感
染
者
が
２
億
４
，７
０
０
万
人
、
死
亡
者
が

推
計
62
万
人
で
、
日
本
の
よ
う
な
温
帯
地
域
で
も
危
険
性
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

本
来
冬
季
間
に
死
滅
す
る
蚊
が
、
温
暖
化
に
よ
り
死
滅
せ
ず
越
冬
し
、
春
先
に
増
殖
す
る
か

ら
で
あ
る
。

②
降
水
パ
タ
ー
ン
の
変
化

　

温
暖
化
に
よ
り
異
常
気
象
（
洪
水
や
干
ば
つ
）
が
頻
発
す
る
こ
と
で
水
量
が
増
し
、
限
ら

れ
た
地
域
で
蔓
延
し
て
い
た
水
系
病
原
体
が
、
水
系
全
体
に
広
が
り
伝
染
病
が
拡
大
さ
れ
る
、

カ
レ
ン
ト
年
間
購
読
は
コ
チ
ラ
⇨


